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《中央社保協第６４回全国総会議案／付属資料》 

 

2019 年度（2019.5.1～2020.4.30）の取り組み報告 
 

    組織名／団体・地域 （ 兵庫県社保協 ） 記入者（ 堤 匠 ） 

 

この一年間の取り組みの特徴について 

11月には「 25条共同アクション」として、県下の地域社保協で 10カ所、生健会で

2カ所の統一街頭宣伝に取組みました。  

兵庫の社会保障運動の「情報センター」をめざして兵庫県社保協ホームページを

立ち上げました。  

新25条署名、年金署名、後期高齢者医療署名、介護署名、地域医療署名に取組み

、6月27日に兵庫県からは37,136筆送りました。  

「10月消費税10％ストップ！ネットワーク」の運動に賛同し各団体で、参議院選

挙で消費税増税を争点にした行動に取組みました。 10月１日の消費税反対「怒り

の宣伝行動」には、11団体、37名が参加。リレートークなど街頭で不公平税制の

問題を訴えました。  

認知症の人と家族の会兵庫県支部と懇談が予定されましたが、新型コロナウイル

スの影響で延期となりました。近畿総決起集会も新型コロナウイルスの影響で中

止されました。  

兵庫のくらしを守る裁判「生存権裁判」「年金裁判」「借り上げ住宅裁判」「優

生保護法裁判」等の情報を共有し支援を継続しました。  

国保改善の運動  

加入者の所得階層、保険料の実態などを明らかにし、こうした課題を各自治体に

働きかけることができました。兵庫県に対して国保の県単位化にともない保険料

を引き上げないことなどを働きかけ、国保の構造的矛盾を指摘するなどしてきま

した。法定軽減枠の拡大を2014年度から5年連続で実現しています。  

子どもの保険料軽減に必要な財政試算なども行い、子どもの保険料免除を各自治

体に働きかけました。  

新型コロナウイルス対策として、資格証明書交付者に短期保険証を送るよう、全

自治体に要請しました。神戸市はかたくなに拒んでいましたが、市議会でも取り

上げられ「ケースバイケースで短期保険証交付を各区に通知した」との対応を引

き出すことができました。  

神戸健康共和会が「国保加入者のアンケート」を実施し、実態調査をすすめまし

た。 

介護保険改善運動  

第一段階と最高段階の保険料差は、県内平均では 9,000円程度しか変わらない結

果がでています。介護が社会保障として守られるため、格差是正が必要で、制度

的な問題点を指摘しました。  

11月11日の「介護なんでも電話相談」に、新たに特定非営利活動法人福祉ネット

星が丘と民主医療機関労働組合から相談員が加わり、 4団体12名体制で実施しま

した。6件の相談に対応しています。  

地域医療守る運動  

政府が公表した統合再編４２４公的病院には、県下で１５病院がふくまれました

。これに対して兵庫の地域医療を守る会と連携し、各地の地域医療・公的病院を
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守る運動に協力しました。豊岡病院には、近畿ブロック社保協と地域医療を守る

たじま会とで懇談を持ち、病院組合と地域医療を守る観点で一致を確認していま

す。ろっこう病院を守る運動では、短期間で１万筆を超える署名が集められ、ろ

っこう病院本部は「今、統廃合は考えていない」と表明しました。三田市民病院

と済生会病院の統廃合問題では「よくする会・求める会」が署名宣伝活動・学習

会などを開催し奮闘しています。昨秋以来２回開催された北神・三田急性期医療

連携会議は本年度末に報告を取りまとめるとしており、引き続き統廃合ストップ

の運動を広げていきます。兵庫県の地域医療を守る運動の歴史や疑問に答える「公

立病院パンフ」を作成した。 

 

学習会・共同集会・シンポジウム等の取り組みの特徴⇒１万ヵ所学習会集約は別紙報告書へ 

〇「10月消費税10％ストップ！ネットワーク共同行動」各地で開催。  

 

〇「消費税反対怒りの」10/1。11団体、37名が参加 

 

〇「25条共同アクションターミナル宣伝」11/25。12カ所。参加者約100名。署名

207筆。 

 

〇認知症の人と家族の会兵庫県支部と懇談が予定されましたが、新型コロナウイ

ルスの影響で延期。  

 

〇「生存権裁判」「年金裁判」「借り上げ住宅裁判」「優生保護法裁判」等の情

報を共有し支援を継続。 

署名・宣伝行動、相談活動等の取り組みの特徴 

〇「介護なんでも電話相談」11/11。4団体12名相談員。 6件対応。  

〇「東灘区社保協なんでも相談会」11/30。 

〇「長田区なんでも相談会」2/8。 

〇「東灘区なんでも相談会」2/29。 

 

自治体要請（キャラバン）・地方議会請願、自治体アンケート等の取り組み状況について 

情報を活かした議会要請行動につなげるため、キャラバン開始時期を 7月から

に前倒しして始めることができました。しかし、新型コロナウイルスの影響もあ

り、取り組み数を減らしています。  

国保、介護、生活保護、障害者の部門で分析結果をまとめ共有しました。アン

ケート結果は、中央社保協と県社保協のホームページで公開することができまし

た。 

懇談では、神戸市で、国保滞納者が市に保険証交付を求めても、滞納額の半額

納付を条件として保険証交付を拒否する事例が明らかとなり、改善を求め要請し

ました。  

加西市で、こどもの均等割の全額免除を 2020年度から実施する方針が明らかに

なりました。  

 

〇自治体懇談；神戸市 12/24。西宮市 2/12。伊丹市11/21。宝塚市1/14。加西市11

/22。加東市10/28。西脇市1/29。多可町11/22。姫路市11/18。神河町11/21。市

川町11/21。福崎町 11/18。相生市 11/14。たつの市11/14。赤穂市11/15。宍粟市1
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1/19。太子町11/22。上郡町11/15。佐用町11/19。豊岡市12/18。  

 

 

議員要請行動について（国会議員、地方議員等） 

〇新型コロナウイルス対策として、資格証明書交付者に短期保険証を送るよう、

全自治体に要請書提出。3月。 

 

〇県議会要請「新型コロナ対策要請」 3/10 

 

〇「後期高齢者医療事業連合議会要請」 2/ 

 

〇長田区社保協 長田区国保課懇談8/27 

 

その他 

2019年度の新たな方針項目として、また緊急に取り組むべき重要な課題として

「活動家の育成」を提起しました。  

社会保障を推進する活動を担う人材の育成は、多くの団体で重要な課題になって

います。社保協として社会保障運動を担う人材の育成を目的とし、「基礎から学

ぶ社会保障」をテーマに社保学校を計画しました。しかし新型コロナウイルスの

緊急事態により開催が延期となっています。  

 

「社保協近畿ブロック事務局会議・但馬地域視察学習」開催、豊岡市、豊岡病院組

合等と懇談。 

 

署名集約（取り組んだ署名を記入ください）                            集約数（筆数） 

① 「国の責任で社会保障の拡充を求める請願署名（２５条署名）   9,642     

②  「介護改善署名」         4,142  

③  「後期高齢一部負担金２割化反対署名」  19,843 

④  「年金改善署名」  3,404 

⑤  「生活保護改善関連署名」   

⑥  「保育改善署名」   

⑦  「４２４共同・地域医療署名」  28 

⑧  「消費税関連署名（増税反対・５％減税）署名   

⑨  「憲法改悪反対署名」   

⑩  その他（                  ）  

⑪    
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２０１９年度内に結成した地域社保協 

結成年月日(      ) 名称(             ) 

結成年月日(      ) 名称(              )

結成年月日(      ) 名称(              ) 

 

結成予定の地域社保協 

結成予定日(        )  名称(                    ) 

結成予定日(        )  名称(                    )   

結成予定日 (        ) 名称(                    

 

 

 ※締め切り ８月 17 日(月)とします。 

 

※議案書作成、大会資料にも活用しますので締め切り厳守でお願いし 

ます。 

 

※代表アドレス・k25@shahokyo.jp へ送信ください。 


